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西千葉、亥鼻、松戸の3キャンパスの学生の一日と
西千葉キャンパスお役立ち施設をご紹介！
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西千葉、亥鼻、松戸の３キャンパスでの学生生活の様子を
３人の千葉大生に密着して紹介。それぞれの講義、ランチ、休
憩時間の過ごし方などをご覧ください。また、西千葉キャンパ
スにある学生生活を応援する、さまざまな施設も紹介します。

西千葉キャンパスは緑が多く、広々としているのが魅力です。図書館やアカデミックリンクセンターなどの施設も
揃っていますし、空いている教室でゆっくり過ごすこともできます。友だちと一緒におしゃべりしたり、ひとりで勉
強したりする場所がたくさんあって、選べるのがいいですね。学内にはいろいろな学部学科の人がいて、話して
みると視野が広がります。教育学部は学科の人数が少なめで、先生と話せる機会が多いのも良いと思います。

仲間や先輩と会える居心地のよい研究室
昼休みや空き時間は、芸術学研究室で過ごすことが多いです。サイ
フォンを使って、大好きなコーヒーを淹れることもあります。

のんびり過ごせる
スペースもあちこちに
教育学部棟5号館には、教室の外にも広いオープ
ンスペースがあり、自由に使うことができます。
デッサンをしたり、本を読んだり、学生が思い思い
に過ごします。

１階の掲示板も忘れずにチェック！
講義の教室変更や休講などの情報、試験やレポートなどについ
てはサイトで確認できますが、掲示板も要チェック。実習や研
修、介護等体験の情報など、大切なことが掲示されています。

先生との距離が近い
少人数制の講義
専門科目の講義は少人数で、きめ細かな指
導が受けられます。「美術科教材研究Ⅳ」で
は、外部からアーティストの方を招いてワー
クショップを行い、ディスカッションをした
後、指導案をつくります。

プロジェクトに参加して幅広い活動を経験
千葉アートネットワーク・プロジェクト
（WiCAN）は、教育学部芸術学研究室と
千葉大学の学部横断型授業「文化をつく
る」「展示をつくる」の受講生が、千葉市
美術館、アーティスト、まちづくりNPOな
どと形成する組織。主宰の神野真吾先生
やメンバーとギャラリーでの展示や冊子
の編集に関わり、貴重な経験をしました。

写真の世界にも
目覚めました！
写真はスマートフォンで撮るだけでしたが、
展示作品をつくるため、デジタル一眼レフカ
メラを初めて手にし、視点や見方を変えて撮
影することを学びました。散歩をしながら、季
節ごとに咲く花などの写真を撮っています。

友だちのサークルイベントで
モデルに挑戦！
縫製サークルとＤＪサークルが協力してファッ
ションイベントを開催した際にモデルとして参加
しました。私自身は
サークルに所属して
いないのですが、友だ
ちの誘いで思い切っ
て挑戦することに。イ
ベントを通じて多くの
友だちができました。

大学に入ったら、なるべく早いうちに他学部の友だちをつくることをお勧めします。行き詰まったときに他学部
の友だちに相談すると、違う視点から助言がもらえ、視野が広くなります。また、交流を広げたり、多様な経験を
積んだりするという意味で、アルバイトやサークル活動もしておくといいですね。千葉大学の先生は、一を聞くと
十を教えてくれる方ばかり。やる気があれば応えてくれますので、知りたいことはどんどん質問しましょう。

リフレッシュと
情報交換のランチタイム
5年生になると実習で各科に配属されます。4年
次まで一緒に授業を取っていた友だちと会える
ランチタイムは良い気分転換になります。また、
それぞれが現場で身に学んだことを話し合え
る、貴重な情報交換の場でもあります。

自習室で国家試験の準備
医学部と千葉大学病院には学生用の自習室がいくつか用
意されていて、授業や実習のスキマ時間にいつでも自習を
することができます。国家試験に向けて、猛勉強しています。 いつも持ち歩く必携アイテム

病院内ではさまざまな場所から場所へと歩き
回るので、学生全員に連絡用のPHSが支給さ
れています。回診ノートを常に持ち歩き、日々の
回診で気づいたことをメモしています。

解剖実習で改めて
医師になるという気持ちを確認
1・2年次は教室での座学が中心ですが、3年次から
は実習が増えてきます。3年次の解剖実習では、医学
生のために献体してくれる方がいることを実感し、
改めて身が引き締まる思いでした。

趣味はドライブで寺社巡り
もともと日本的なものが好きで、和小物を集めたり、ときには着物を
着たりしています。アルバイトも、割烹料理店や巫女など、和装でで
きるものを選んでいます。最近ハマっているのは寺社の御朱印集
め。ドライブも好きなので、家族や友人たちといろいろなお寺や神
社を巡っています。

白衣授与式は
医学生の大きな節目
医学部では、5年生になって臨床実習
を開始する際に白衣授与式を行いま
す。医学生にとって、病院で患者さん
に接するようになる大きな節目です。

一次救命処置を学ぶ
「C-TAT」に所属
BLS（ベーシック・ライフ・サポート=
一次救命処置）資格の普及を通じ
て救命に関する知識や技術を高め
る「C-TAT」というサークルに参加し
ています。CPR（心肺蘇生）の技術を
競う全国大会では5位を獲得しまし
た。現在メンバー募集中です。 医学部 医学科 5年

私立東邦大学付属東邦高等学校 出身

宮原 杏奈さん

子どもの頃から気管支喘息を持
ち、アレルギー体質でもあった宮原
さんは、当時お世話になった医師
に憧れて医学の道を志しました。
千葉大学は、附属病院があるだけ
でなく、医学部・薬学部・看護学部
の連携が取られ、実践的に学ぶこ
とができているそうです。5年生と
なった現在は、病院内での実習に
日々取り組むとともに、医師免許を
取得するための国家試験に向けた
準備を進めています。

教育学部 中学校美術科 3年
千葉県立千葉東高等学校 出身

山口 翠さん

中学校の美術教員を目指す山口さ
んは、実家から片道90分かけて通
学しているそうです。研究室での活
動がとても充実しているほか、心理
学などの講義も興味深いと言いま
す。趣味は散歩で、授業の空き時間
などに緑豊かなキャンパス内や近
くにある千葉公園をよく歩いている
とか。休日は友だちとランチや
ショッピングをして、リフレッシュし
ていると話してくれました。

をメモ
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   松韻会館
（インフォメーションセンター）

学生支援課
〈 窓口対応時間 〉 平日8：30～17：15
サークル活動や課外活動の支援を行っているほ
か、奨学金などの相談や手続きの窓口です。

大学に入ったら、何かひとつ打ち込めるものをつくるといいと思います。千葉大学はサークルも盛んですし、海外
留学制度も充実しているので、選択肢には困りません。また、多様な学部の学生と交流できるのは、総合大学な
らではの強みだと言えます。さまざまな価値観を持った人と知り合うことは刺激にもなりますし、見聞を広げるこ
とにもつながるはずです。

園芸学部 緑地環境学科 2年
茨城県立土浦第一高等学校 出身

石川 直樹さん

茨城県出身の石川さんは、子ども
の頃から里山や森と親しんできま
した。人と自然の共生に関心を持
ち、高校時代には、大学で緑地環
境づくりについて学びたいという
想いを抱いていたそうです。卒業し
たら自然に関わる仕事に就きたい
と考えている石川さんにとって、環
境づくりの基礎から具体的な事例
まで学べることが千葉大学園芸学
部の魅力だと話します。

環境保全についての
実践的な講義
現在いちばん関心を持っている講義は「自
然環境保全学」。この日は日本の国立公園
での環境保全について学びました。具体的
な事例を知ることができて、実践的な知識
が身につきます。

フィールドワークや実習も充実
座学だけでなく、フィールドワークも行います。最近
の例では、ビオトープを併設したショッピング施設を
見学しました。また、週に一度の柏の葉キャンパスで
の実習では、植物工場を見学したり、梨の受粉を行っ
たりと、さまざまな実習ができます。

学生ホールは
自習に最適
試験勉強や空き時間の自
習は松戸キャンパスの図書
館や学生ホールを利用しま
す。学生ホールは広い窓か
ら外の風景が見えるのがお
気に入りです。ホワイトボー
ドが設置されているので、
友人とディスカッションしな
がらの勉強も可能です。

食堂でのランチは丼物の大盛り！
学食で食べるときは、同じ講義を取っている友だちと
一緒。しっかり食べたい派なので、たいていは丼物の
大盛りです。教室から食堂まで、友だちと会話しながら
歩くのもいいリフレッシュになります。

空き時間には緑の中を散策
子供の頃から自然に親しんでいたので、緑に
囲まれた松戸キャンパスの環境はお気に入り
です。空き時間があるとキャンパス内を散策し
ています。寮の友だちと

ワイワイ食事することも
松戸キャンパスの「浩気寮」に住んで
います。通学時間が短くて済むのは助
かります。飲食のアルバイトで卵料理
が得意なので、寮の友だちにオムライ
スを振る舞うことも。寮生活もなかな
か快適でお勧めですよ。

セパタクロー部に熱中！ 目標は全国優勝
高校ではサッカーをやっていま
したが、大学に入ってセパタク
ローの魅力にハマり、いまはか
なり熱心にセパタクローに取り
組んでいます。発祥の東南アジ
アで、本場のセパタクローに触
れてみたいという希望も持って
います。ちなみに、千葉大学のセ
パタクロー部は、日本代表選手
を輩出したり、全国大会で準優
勝したりと、かなりの強豪。次の
目標は全国優勝です。

就職支援課
〈 窓口対応時間 〉 平日8：30～17：15
企業からの求人票や就職活動に関するさまざ
まな資料を閲覧できるほか、就職ガイダンス
や合同企業説明会の情報も掲示しています。

学生相談室
〈 開室時間 〉 平日9：00～17：00
日常生活から恋愛、学習、将来の悩みまで何でも相談で
きます。小さな悩みごとでも気軽に相談してみましょう。

English House
〈 開室時間 〉 平日9：00～17：00
英語でコミュニケーションができるス
ペースです。定期的にイベントもあるので
気軽に参加してみませんか。外国人講師
との個別レッスンも行っています。

５団体「ふれあいの環」
〈 開室時間 〉 平日10：00～16：00
学生が学生を支援する活動を行う5団体により組織
されています。学生と学生、学生と教職員が相互に
ふれあい、イベントなどを通じて総合的な人間力を
ゆっくりと身につけていくための場所です。

学内留学プログラムの紹介、一般的な留学の相談、長期留学（派遣留
学プログラム）の支援などを行っています。留学関連の資料等も閲覧
できます。留学を考えたら、まずは気軽に相談してみてください。留学
の相談は、支援室ウェブサイトから予約も可能です。

〈 海外留学支援室ウェブサイト 〉 http://cie.chiba-u.ac.jp/sase/

保健管理棟
〈 開室時間 〉 平日8：30～17：15
学生、職員などの健康診断を行っているほか、応急処置、病気
の初期治療などを行っています。キャンパス内で体調を崩した
際は、休憩もできます。

メンタルヘルス相談室
〈 開室時間 〉 平日9：30～17：00（予約制）
気分が落ち込んで何もする気になれない等、メン
タルヘルスに関する相談ができます。

〈総合安全衛生管理機構ウェブサイト〉
http://hschome-gw.hsc.chiba-u.ac.jp/

東南アジア発祥の球技。籐製のボールを頭と足で相手コートに返し合うため
「足のバレーボール」と呼ばれ、ネット際のダイナミックな攻防が魅力です。

セパタクロー
とは？
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国際教養学部は、世界が抱える課題を、日本の文
化、ビジネス、技術によって解決する「日本発の
新国際人」の育成を目標に掲げ、文系と理系
を混合させた新しい形の学部。入学定員90
名に対し、教員が46名の少人数教育で、
学生の状況に合わせた丁寧な教育を
実現。SULA（スーラ）と呼ばれる
国際教養学部の学務系専門職が
設置されているのも特徴。

特 集

平成28年春、グローバル人材を育成する学部として誕生した国際教養学部。
第1期生の中から4人の皆さんと、SULA（国際教養学部の学務系専門職）の2人にお集まりいただき、
新学部の雰囲気や様子、在学中に挑戦してみたいこと、将来の夢などについて話してもらいました。

集

平成28年春 グロ バル人材を育成する学部として誕生

国際教養学部第1期生
座談会

国
際
教
養
学
部
の
雰
囲
気
は
？

藤
原　

明
る
い
人
が
多
い
で
す
。将
来
を
見
据
え

て
、し
っ
か
り
し
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
も
た
く

さ
ん
い
て
、刺
激
に
な
り
ま
す
。文
系
と
理
系
が
得

意
な
人
が
い
る
の
で
、面
白
い
話
も
聞
け
ま
す
し
、

お
互
い
に
い
ろ
い
ろ
協
力
し
合
え
そ
う
で
す
。

秋
田
谷　

90
人
み
ん
な
で
授
業
を
受
け
る
共
通
科

目
が
あ
る
の
で
、思
っ
た
よ
り
も
学
部
内
の
仲
間
と

一
緒
に
行
動
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。何
度
か
顔

を
合
わ
せ
る
う
ち
に
挨
拶
を
し
た
り
、自
然
に
話

せ
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

渡
邉　

い
ろ
い
ろ
な
地
方
出
身
の
人
が
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
元
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
の
が
楽
し
い
で

す
。

荒
井　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
気
さ
く
な
人
が
多
い
で
す

ね
。休
み
時
間
に
な
る
と「
お
昼
、一
緒
に
行
こ
う

よ
」と
誘
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、友
人
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

在
学
中
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
は
？

渡
邉　

1
年
目
は
教
養
を
身
に
つ
け
て
、2
年
か

3
年
に
な
っ
た
ら
留
学
も
経
験
し
た
い
で
す
。世
界

史
や
世
界
の
情
勢
に
興
味
が
あ
る
の
で
、現
地
に

行
か
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
、

何
ら
か
の
形
で
日
本
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

藤
原　

留
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
目
標
を
持
っ
て
留
学
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・ハ
ウ
ス
で
お
昼
を
食
べ
た
り
、

留
学
生
の
支
援
団
体
で
交
流
を
深
め
た
り
と
、ま

ず
は
国
内
で
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
知
識
を
身
に
つ
け
て
か
ら
具
体
的
に

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

荒
井
　
海
外
へ
は
た
だ
語
学
を
学
び
に
行
く
の
で

は
な
く
、自
分
の
力
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
た

い
で
す
。
空
手
部
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

秋
田
谷　

短
期
や
長
期
の
留
学
を
何
回
か
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
国
で
学
ん
で
み
た
い
で
す
。フ
ラ
ン
ス
語

の
勉
強
も
始
め
ま
し
た
。途
上
国
支
援
に
も
興
味

が
あ
り
、来
年
く
ら
い
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
井
戸
掘
り
な
ど
に
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

塚
田（
S
U
L
A
）※
以
下（
S
）　
皆
さ
ん
、や
は

り
海
外
で
の
活
動
を
希
望
し
て
い
ま
す
ね
。何
か

準
備
は
し
て
い
ま
す
か
？

荒
井　

自
炊
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
、日
本

の
文
化
を
知
る
こ
と
で
す
ね
。空
手
は
海
外
の
人

に
演
武
な
ど
が
披
露
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
り
た
い
で

す
。

藤
原　

夏
休
み
に
グ
ロ
ー
バ
ル・ス
タ
デ
ィ・プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
、千
葉
大
学
に
来
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
学
生
さ
ん
と
一
緒
に
共
通
の
テ
ー
マ
を
専
門
的
に

学
ぶ
経
験
を
し
た
い
で
す
。中
国
語
を
し
っ
か
り
学

び
、台
湾
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
す
る
予
定
で

す
。高
校
の
時
に
入
っ
て
い
た
茶
道
部
の
作
法
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
邉　

ズ
バ
リ
、自
分
で
お
金
を
貯
め
る
こ
と
。ま

た
、日
本
に
つ
い
て
海
外
で
聞
か
れ
た
と
き
に

數馬 研人さん
＜SULA＞

国際教養学部の学務系専門
職。工学部の人事担当などを
経験した後、国際教養学部の
準備室に所属し、学部新設の
準備にも携わった。

秋田谷 蘭さん
北海道苫小牧東高等学校出身。国
際系の仕事に就きたいと考えてい
て、新設の学部で1期生になれるこ
とにも魅力を感じて志望。

荒井 響輔さん
東京都立八王子東高等学校出身。
視野が狭まらないよう、いろいろな
世界を見てみたいとの思いから志
望。将来は消防士を目指している。

藤原 真悠さん
千葉県立船橋東高等学校出身。自
分に合いそうな学部だと感じ、受
験を決意。積極的に海外留学やボ
ランティアの情報収集をしている。

塚田 かおりさん 
＜SULA＞

国際教養学部の学務系専門
職。米国の大学を卒業。留学
生課、文学部の学務担当など
を経て、多くの学生、保護者、
先生方と関わってきた。

渡邉 敦也さん
芝浦工業大学柏中学高等学校出身。
学びや交流を広げ、新しいことに挑戦
できそうだと考えて志望。将来の夢は
世界を股にかけるジャーナリスト。

答
え
ら
れ
る
よ
う
、新
聞
な
ど
に
も
目
を
通
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。語
学
力
も
心
配
で
す
ね
。

數
馬（
S
）　
英
語
が
苦
手
で
も
大
丈
夫
。
相
手

も
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
す
し
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
こ
と
で
、自
然
と
語
学
力

が
身
に
つ
く
と
思
い
ま
す
よ
。

皆
さ
ん
の
考
え
る〝
国
際
人
〞の
イ
メ
ー
ジ

と
は
？

荒
井　

日
本
人
は
沈
黙
で
伝
え

よ
う
と
す
る
部
分
が
多
く
、そ
こ

が
外
国
人
に
は
理
解
し
に
く
い

で
す
よ
ね
。国
際
人
は
言
葉
で
、あ
る
い
は
言
葉
で

は
な
く
て
も
、相
手
に
察
し
て
も
ら
う
の
で
は
な

く
、自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
前
に
出
ら
れ

る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

藤
原　

小
学
生
の
頃
か
ら
授
業
中
に
積
極
的
に
発

言
す
る
よ
う
な
人
は
あ
ま
り
い
な
く
て
、そ
れ
は
日

本
人
の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。尻
込
み

せ
ず
に
行
く
べ
き
で
す
ね
。

秋
田
谷
　
ゼ
ミ
の
中

で
は
司
会
者
が
い
て
、

当
て
ら
れ
た
ら
発
表

す
る
と
い
う
感
じ
で

す
が
、す
ぐ
に
的
確

な
対
応
の
で
き
る
人

が
多
く
て
感
心
し
て

い
ま
す
。

數
馬（
S
）　
国
際
人

の
職
業
と
い
え
ば
、ど

ん
な
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
か
？　

国
際
人

と
し
て
ど
の
よ
う
に

活
躍
し
た
い
で
す

か
？

荒
井　

外
交
官
や
通

訳
の
仕
事
な
ど
を
イ

平成28年春、グローバル人材を育成する学部として誕生した国際教養学部。
第1期生の中から4人の皆さんと、SULA（国際教養学部の学務系専門職）の2人にお集まりいただき、
新学部の雰囲気や様子、在学中に挑戦してみたいこと、将来の夢などについて話してもらいました。

国際教養
学部とは？

メ
ー
ジ
し
ま
す
。自
分
は
消
防
士
を
目
指
し
て
い
る

の
で
、海
外
の
消
防
の
現
場
も
学
ん
で
み
た
い
で
す
。

渡
邉　

新
聞
社
や
雑
誌
社
の
国
際
報
道
部
の
記

者
と
し
て
活
躍
す
る
の
が
理
想
で
す
。

秋
田
谷
　
J
I
C
A
や
N
P
O
な
ど
で
海
外
の
人

た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
働
く
姿
を
想
像
し
て
い
ま

す
。

藤
原　

日
本
の
企
業
に
就
職
し
て
外
国
に
行
っ
て

も
、外
国
の
企
業
で
働
い
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。外

国
で
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
携
わ
り
た

い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
ね
。

高
校
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

藤
原　

国
際
教
養
学
部
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
多

面
的
に
学
べ
て
、他
の
学
部
に
は
な
い
魅
力
が
あ
り

ま
す
。積
極
的
に
意
見
が
言
え
る
人
に
来
て
ほ
し

い
で
す
。

渡
邉　

1
学
年
90
名
し
か
い
な
い
た
め
、ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
す
。友

だ
ち
も
つ
く
り
や
す
く
、団
結
力
が
強
ま
り
そ
う

な
学
部
で
す
。

秋
田
谷　
「
何
を
し
て
い
る
学
部
な
の
？
」と
聞
か

れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、「
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
よ

ね
」「
カ
ッ
コ
い
い
よ
ね
」と
も
言
わ
れ
ま
す
。高
校

生
の
皆
さ
ん
に「
あ
そ
こ
に
入
り
た
い
」と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

荒
井　

理
系
・
文
系
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
も
、北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
各
地
の
出
身
者
も
い
て
、自
分
と
は

違
う
世
界
を
生
き
て
き
た
人
の
話
を
気
軽
に
聞
け

ま
す
。お
互
い
に
刺
激
を
受
け
合
え
る
環
境
が
あ

り
、い
ろ
ん
な
夢
を
持
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。そ
の一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

塚
田（
S
）　
自
分
が
何
を
や
り
た
い
か
探
し
て
い

る
人
は
、目
標
を
見
つ
け
に
来
て
く
だ
さ
い
。

數
馬（
S
）　
2
期
生
も
ま
だ
2
年
目
で
す
の
で
、

一
緒
に
国
際
教
養
学
部
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

SULAとは？

簡単に言えば、学生の希望に応じて、履修や学生生活に関する相談に
対応するほか、海外留学の計画支援や卒業後のキャリアプランに関
する情報提供などを、教員や関係部署と連携しながら行う職員です。
国際教養学部では、7月より専用ルームを開設し、SULAオフィスア
ワーをおきます。またウェブからの相談予約受付も開始予定です。
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年間来場者数3 0 0万人を超える日本有数の動物園
「恩賜上野動物園」の園長として指揮をとる土居利光さん。

千葉大学園芸学部造園学科を卒業し都庁へ入庁。
その後、多摩動物公園、恩賜上野動物園と渡り歩きました。

現在のお仕事と、大学時代の学びがどのように
仕事に活かされているか伺いました。

│
│
動
物
園
園
長
と
し
て
の
仕
事
と
千
葉
大
学
の
造
園
学
科
は
、何
か
関
連
す
る
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

土
居　
「
動
物
」と「
植
物
」は
、「
生
物
」と
い
う
く
く
り
で
見
れ
ば「
生
き
て
活
動
し
繁

殖
す
る
」と
い
う
意
味
で
同
じ
で
す
。ど
ん
な
生
物
も
、環
境
に
合
わ
せ
て
適
応
す
る

よ
う
に
進
化
し
ま
し
た
。恩
賜
上
野
動
物
園
を
代
表
す
る
ク
マ
科
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

パ
ン
ダ
は
、他
の
熊
が
雑
食
な
の
に
対
し
、竹
を
主
食
に
し
て
い
ま
す
。竹
を
食
べ
る

動
物
が
少
な
い
竹
藪
な
ら
敵
に
見
つ
か
り
に
く
い
な
ど
の
理
由
か
ら
生
存
戦
略
と
し

て
最
適
ゆ
え
に「
竹
」を
選
ん
だ
。で
も
こ
れ
は
、何
ら
か
の
理
由
で
生
息
面
積
が
少
な

く
な
る
な
ど
、そ
の
環
境
が
な
く
な
れ
ば
絶
滅
に
直
結
し
ま
す
。パ
ン
ダ
は
顔
が
大
き

く
て
幼
児
体
形
。こ
の
か
わ
い
ら
し
さ
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、な
ぜ
パ
ン
ダ

が
動
物
園
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
も
考
え
を
巡
ら
せ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。そ
れ
が
動
物
や
自
然
、さ
ら
に
は
自
然
を
改
変
し
て
進
化
し
て
き
た
人
間
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

動
物
園
は
そ
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
積
極
的
に
発
信
す
る
場
だ
と
思
う
の
で
、適

宜
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
、観
光
連
盟
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
い
子
ど
も
向
け

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、動
物
園
と
い
う
垣
根
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
を
巻
き
込
み
な
が
ら
生
物
や
環
境
を
考
え
る
仕
組
み
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

│
│
千
葉
大
学
園
芸
学
部
造
園
学
科
へ
の
入
学
を
決
め
た
理
由
と
、学
ん
だ
内
容
で

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

土
居　

幼
い
頃
か
ら
植
物
が
好
き
で
し
た
。入
学
前
後
の
1
9
7
0
年
代
初
頭
は
公
害

問
題
が
騒
が
れ
始
め
た
頃
で
、社
会
的
関
心
事
の
大
き
い
環
境
問
題
に
関
心
が
あ
り
、

千
葉
大
学
で
は
、都
市
計
画
お
よ
び
地
方
計
画
研
究
室
で「
緑
の
都
市
計
画
」と
い
う
研

究
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
都
市
に
自
然
を
回
復
さ
せ
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
に
惹
か
れ
、ネ
ー
ミ
ン
グ
の
カ
ッ
コ
よ
さ
も
手
伝
っ
て
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

　

印
象
深
い
の
は「
子
ど
も
の
遊
び
場
」を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
で
す
。ど
ん
な
公
園

も
、ブ
ラ
ン
コ
、砂
場
、滑
り
台
と
い
う〝
三
種
の
神
器
〞が
あ
れ
ば
い
い
と
暗
黙
の
了

解
が
あ
り
ま
す
が
、当
時
の
教
授
は「
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？
」と
疑
問
を
投
げ

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。子
ど
も
は
本
来
、遊
び
道
具
は
も
ち
ろ
ん
、公
園
と
い
う
空
間

を
限
定
せ
ず
と
も
、自
分
で
遊
び
を
創
造
す
る
力
が
あ
る
。そ
の
視
点
で
見
る
と
、い

動物や自然、そして人間との
関わりを考えるきっかけを、

動物園から発信したい
恩賜上野動物園園長

土居 利光さん

夏祭▶
園の近くにある五
條天神の神輿は
公園内を練り歩
く。園の近くに来
た時、ニホンザル
（きぐるみ）と一緒
に参加

南島鮫池▼
小笠原の南島の
風景であり、写真
左側の土が崩れ
て赤くなっている
箇所が自然保護
事 業 の 発 端 と
なった

パ
ン
ダ
を
き
っ
か
け
に
生
物
や
環
境
へ
の

考
え
も
巡
ら
せ
て
ほ
し
い

常
識
を
疑
え
！
　

そ
こ
か
ら
新
た
な
視
点
が
開
け
る

自
然
環
境
保
護
は
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
ご
と
に

捉
え
て
初
め
て
問
題
意
識
を
持
つ

か
に
世
間
の
常
識
に
縛
ら
れ
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。こ
こ
で
学
ん
だ「
新
た
な
視

点
を
持
つ
大
切
さ
」は
、今
も
私
の
考
え
の
指
針
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
一
つ
、皆
さ
ん
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。な
ぜ
、動
物
園
は
大
人
が
フ
ラ

リ
と
１
人
で
出
か
け
て
も
い
い
は
ず
な
の
に
、「
子
ど
も
の
た
め
の
施
設
」と
思
わ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
？ 

こ
の
よ
う
な
感
じ
で
、身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
常
識
と
思
い
込

ん
で
い
た
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

│
│
千
葉
大
学
卒
業
後
に
入
都
さ
れ
ま
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
経
験
さ
れ
ま

し
た
か
。

土
居　

首
都
整
備
局
企
画
部
、板
橋
区
役
所
の
み
ど
り
の
課
長
な
ど
を
経
て
、東
京
都

環
境
局
の
生
態
系
保
全
担
当
と
な
っ
た
頃
、自
然
環
境
保
護
調
査
の
た
め
に
石
原
慎

太
郎
元
都
知
事
と
小
笠
原
諸
島
な
ど
に
た
び
た
び
出
張
し
ま
し
た
。こ
こ
で
自
然
保

護
と
は
、そ
こ
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が「
私
の
問
題
だ
」と
自
覚
し
て
初
め
て
真
剣
に

自
然
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
が
働
く
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
も
、自
分

ご
と
の
問
題
だ
、貴
重
な
自
然
な
の
だ
と
自
覚
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
肝
心

だ
と
思
い
ま
し
た
。

│
│
千
葉
大
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
居　
「
好
き
だ
」「
面
白
そ
う
」と
思
え
る
こ
と
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。「
英
語
が
話

せ
な
け
れ
ば
」と
辞
書
や
参
考
書
を
片
手
に
格
闘
す
る
よ
り
、海
外
で
友
だ
ち
を
作
る

ほ
う
が
は
る
か
に
上
達
が
早
い
で
す
。勉
強
や
研
究
の
裏
に「
楽
し
い
」が
あ
れ
ば
誰
に

強
制
さ
れ
ず
と
も
自
ら
学
び
ま
す
。そ
う
し
て
得
た
知
識
ほ
ど
身
に
つ
く
も
の
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

土居 利光（どい・としみつ）土居 利光（ど としみ ）
1951年、東京都港区生まれ。千葉大学園
芸学部造園学科卒業後、1975年に東京
都庁入庁。首都整備局企画部に配属後、
板橋区役所のみどりの課長他数々の職
場を歴任し、2005年から６年間半、多摩
動物公園園長を務め、2011年から、日本
で最初の動物園「恩賜上野動物園」の園
長となる。
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インタビュー

千葉大学
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INFOR
MATION

INFOR
MATION

INFOR
MATION AWARD

AWARD

EVENT

INFOR
MATION EVENT

GLOBAL

講演者・主催者等による記念撮影

千葉県内でも数少ない診断技術や治療の高度化に
対応した施設としてスタート

シンシナティ大学のサンタ・オノ学長に
千葉大学名誉博士号が授与された

シンポジウムの様子

スキップワイズ短期留学プログラム（BOOT）

賞状を手にする長谷川さん

笑顔で写真に収まるUCSD及び千葉大学の関係者

新しいコミュニケーション
マーク（上）と、コンセプトの
イメージ（下）

授賞式に出席した倉阪教授（左端）と環境ISO学生
委員会のメンバー

新たな交流の場として期待される「洗心倶楽部」

第19回東アジア看護学研究
者フォーラム（EAFONS）を
幕張メッセで開催

周産母子センターが
いよいよ始動

千
葉
大
学
が
開
催
大
学
と
な
り
、3
月
14
日
、15

日
の
2
日
間
、東
ア
ジ
ア
看
護
学
研
究
者
フ
ォ
ー
ラ

ム（
E
A
F
O
N
S
）を
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場

で
開
催
し
ま
し
た
。E
A
F
O
N
S
加
盟
7
か
国

を
含
め
、12
か
国
か
ら
1
，0
0
2
人
の
看
護
学
研

究
者
が
参
加
し
、

基
調
講
演
、プ
レ

ナ
リ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
、口
演
発

表
、セ
ミ
ナ
ー
等

多
様
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
準
備
さ

れ
、大
学
院
教
育

に
関
わ
る
教
育
・

研
究
者
、大
学
院

生
等
の
参
加
者

ら
が
活
発
に
討

議
・
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

千
葉
大
学
病
院
で
は
、「
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
」

が
、重
症
な
お
母
さ
ん
や
胎
児
を
管
理
し
新
生
児
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、診
断
技
術
や
治

療
の
高
度
化
に
対
応
し
た
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。周
産
期
母
性
科
、小
児
科
、小
児
外
科

を
中
心
に
、大
学

病
院
な
ら
で
は
の

高
度
な
医
療
を
提

供
す
る
と
と
も

に
、周
産
期
医
療

の
研
究
や
医
師
な

ど
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
育
成
を
進
め
、

周
産
期
医
療
の
進

歩
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

長谷川直孝さんが「電気科
学技術奨励学生賞」を受賞

米国カリフォルニア大学
サンディエゴ校に
共同研究拠点を設置

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
電
気
電
子

系
コ
ー
ス
2
年
の
長
谷
川
直
孝
さ
ん
が
、映
像
情
報

メ
デ
ィ
ア
学
会
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、公
益
財
団
法

人
電
気
科
学
技
術
奨
励
会「
電
気
科
学
技
術
奨
励

学
生
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。昨
年
12
月
に
行
わ
れ

た
国
際
会
議
で
の
発
表
が
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
、

5
0
0
件
を
超
え
る
発
表
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。4
月
25
日
に
授
賞
式
が
行

わ
れ
、賞
状
と
研
究
助
成
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
大
学
は
、最
先
端
の
粘
膜
免
疫
の
理
論
・
技

術
で
世
界
屈
指
の
研
究
者
を
有
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校（
U
C
S
D
）と
共
同
し

て
、感
染
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
ガ
ン
等
の
次
世
代
型
粘

膜
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
目
指
す
研
究
セ
ン
タ
ー
を

双
方
の
大
学
内

に
設
置
し
ま
し

た
。「
病
気
に
か

か
ら
な
い
予
防

ワ
ク
チ
ン（
次

世
代
型
粘
膜

ワ
ク
チ
ン
）」の

開
発
に
取
り
組

み
、10
年
後
を

目
途
に
新
治
療

薬
の
開
発
を
目

指
し
ま
す
。

国際教養学部開設記念シンポジウム
「グローバル千葉大学の新生」を開催

協定等に基づく日本人学
生留学者数、4年連続国立
大学1位を獲得

日
本
学
生
支
援
機
構
が
3
月
に
公
表
し
た
、「
平

成
26
年
度
協
定
等
に
基
づ
く
日
本
人
学
生
留
学
状

況
調
査
」に
よ
る
と
、千
葉
大
学
の
海
外
留
学
者
数

5
9
6
人
は
、国
立
大
学
の
中
で
4
年
連
続
第
１
位

と
な
り
ま
し
た
。ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
事
業
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
本
学
で
は
、将
来

グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と

し
て
活
躍

で
き
る
よ

う
、
様
々

な
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し

て
皆
さ
ん

を
応
援
し

て
い
ま
す
。

千葉大学のコミュニケー
ションマークを一新

千
葉
大
学
は
、2
0
1
6
年
4
月
、世
界
最
高
水

準
の
教
育
研
究
を
行
う
大
学
と
し
て
改
革
を
す
す

め
て
い
く
意
思
を
象
徴
す
る
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
施
行
し
ま
し
た
。大
学
カ

ラ
ー
の
ガ
ー
ネ
ッ
ト
を
基
調
と
し
、学
生
、教
員
及

び
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、こ
れ
ま
で

蓄
積
し
て
き
た
知
識
と
新
し
い
研
究
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
原
動
力
と
し
て
い
ま
す
。本
学
の

ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「G

lo
b
a
l,R
e
s
e
a
rc
h
, 

In
n
o
v
a
tio
n
,B
ra
n
d
in
g
,S
y
n
e
rg
y

」の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

千葉大学環境ISO学生委員
会が第25回地球環境大賞
の「文部科学大臣賞」を受賞

N
P
O
法
人
千
葉
大
学
環
境
I
S
O
学
生
委
員

会
は
、温
暖
化
の
防
止
や
環
境
保
全
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
む
企
業
や
団
体
を
表
彰
す
る「
第
25
回
地

球
環
境
大
賞
」に
お
い
て「
文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受

賞
し
ま
し
た
。4
月
18
日
に
明
治
記
念
館
で
開
か
れ

た
授
賞
式
に
は
、秋
篠
宮
ご
夫
妻
ご
臨
席
の
も
と
、

徳
久
学
長
、
環

境
管
理
責
任
者

の
倉
阪
秀
史
教

授
と
と
も
に
17

人
の
学
生
が
出

席
し
、
代
表
し

て
、
石
口
純
輝

さ
ん
（
法
政
経

学
部
3
年
）
が

表
彰
状
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

卒業生がゲストハウス
「洗心倶楽部」を寄付

園
芸
学
研
究
科
は
、同
研
究
科
の
修
了
生
で
あ
る

松
坂
喜
一
氏
か
ら
、卒
業
生
、短
期
留
学
生
及
び
外

国
人
来
訪
者
等
の
宿
泊
施
設
や
学
生
・
教
職
員
の
集

会
所
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス「
洗

心
倶
楽
部
」を
寄
付
い
た
だ
き
、5
月
14
日
に
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。か
つ
て
の「
洗
心
館
」が
老

朽
化
と
東
日
本

大
震
災
の
被
害
を

受
け
て
取
り
壊

さ
れ
、「
思
い
出
の

残
る
施
設
が
な
く

な
っ
た
」こ
と
を

知
っ
た
松
坂
氏
よ

り
寄
付
の
申
し
出

を
い
た
だ
き
、建

て
替
え
が
実
現

し
ま
し
た
。

千
葉
大
学
で
は
41
年
ぶ
り
の
新
学
部
と
な
る
国

際
教
養
学
部
の
開
設
を
記
念
し
、4
月
8
日
、西

千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
け
や
き
会
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。学
内
外
か
ら
2
6
0
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。国
際
教
養
学
部
は
、千
葉
大

学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
す
す
め
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
学

部
と
し
て
こ
の
4
月
に
設
置
さ
れ
、新
入
生
90
人

を
迎
え
、専
任
教
員
46
人
の
ほ
か
、学
び
を
支
援
す

る
専
門
職（
S
U
L
A
）を
含
む
職
員
等
の
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、小
澤

学
部
長
か
ら
の
開
式
の
言
葉
に
続
き
、徳
久
学
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、招
待
講
演
で
は
本
学
と
大
学

間
協
定
を
締
結
し
て
い
る
米
国
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ

大
学
の
サ
ン
タ
・
オ
ノ
学
長
か
ら
、教
養
教
育
の
重

要
性
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、熊
谷
千
葉
市
長
を
は
じ

め
、行
政
、企
業
、高
等
教
育
の
専
門
家
に
よ
り

「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
資
質
」、

「
国
際
教
養
学

部
に
期
待
す
る

こ
と
」
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
、「
国

際
教
養
学
部
は

学
生
と
一
緒
に

未
来
を
創
っ
て

い
く
と
い
う
形

で
学
部
を
運
営

し
、
地
域
や
企

業
と
連
携
し
な

が
ら
良
い
人
材

を
育
成
し
て
い

き
た
い
」
と
い

う
小
澤
学
部
長

の
こ
と
ば
で
締

め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

T O P I C S

1
9
1
9
年
千
葉
県
師
範
学
校（
教
育
学
部
の

前
身
）の
附
属
小
学
校
に
、赴
任
し
た
手
塚
岸
衛
は
、

教
員
の
考
え
を
画
一
的
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な

く
、子
ど
も
の
考
え
を
自
由
に
発
表
さ
せ
る
等
の

「
自
由
主
義
教
育
」を
展
開
し
ま
す
。大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
い
う
思
潮
を
背
景
に
、県
内
外
か
ら
大
勢
が

授
業
見
学
に
訪
れ
、社
会
的
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
き
ま
し
た
。し
か
し
、こ
う
し
た
実
践
は
次

第
に
批
判
を
浴
び
、手
塚
が
他
校
に
転
勤
さ
せ
ら
れ

る
中
、こ
の
斬
新
な
試
み
は
終
焉
し
て
し
ま
い
ま

す
。（
国
際
教
養
学
部 

見
城
悌
治
）

千葉県師範学校による
最先端の「自由主義教育」 千葉大学

知りたい

手塚岸衛著『自由教育真義』
（1922年）附属図書館蔵

QUIZ 大正時代に「附属小学校」が全国から注目された理由は？

答えはページ下の「もっと知りたい千葉大学」へ

千葉大学　ＳＥＥＤＳ　基金は、
ご寄附をもとに、学生の生活環
境の整備、教育研究環境の整
備、学生への奨学金の支援、国
際交流事業の推進などを行っ
ています。
次世代を担う若者がより良い
キャンパスライフを送れるよう、
ご支援・ご協力をお願いいたし
ます。

学生を対象とした、
経済的支援事業があります。

奨学金・支援金の給付

構成員構成員

構成員

構成員

構成員

構成員 構成員

構成員

構成員

構成員



vol. I N D E X

西千葉、亥鼻、松戸の3キャンパスの学生の一日と
西千葉キャンパスお役立ち施設をご紹介！

特集　CAMPUS LIFE 201602

気になる新学部のフレッシュな新１年生に
学部の雰囲気や将来の夢について話してもらいました。

特集　国際教養学部 第１期生 座談会　06

年間300万人以上が訪れる恩賜上野動物園の
土居利光園長にお話を伺いました。
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